
令和６年度　都城市立梅北小学校　学校関係者評価書　　　　

項目別 総合

「楽しい体育の授
業」の実践

運動や遊びの日常化
（一校一運動の実
践）

姿勢に気を付けて生活
している子　８0％以
上

ア

ン

ケ
ー

ト

69.0% 2

「早寝・早起き・朝ご
飯」に取り組む子
　８５％以上

ア

ン

ケ
ー

ト

79.0% 2

歯の治療の促進（保
護者啓発も含む）

むし歯治療率　８5％
以上(非むし歯＋治療
率）

治

療

率

58.1% 2

実践力の身に付く安
全指導、避難訓練

自ら自分の身を守ろう
としている子　８５％
以上

ア

ン

ケ
ー

ト

83.0% 2

食育の推進

給食指導の充実

自己指導能力の育成
（計画的な全校ＳＳ
Ｔの実践他）

いじめ問題や生徒指導
に積極的に取り組んで
いる ８０％ 以上

ア

ン

ケ
ー

ト

71.0% 3

自主的な学級の係活
動や全校ボランティ
ア活動の推進

キャリアパスポート
の有効的な活用

いつでも、どこで
も、誰にでも大きな
声での挨拶・返事

「あいさつ・廊下会
釈・廊下歩行」が適切
にできる子　８０％以
上

ア

ン

ケ
ー

ト

90.0% 2

梅北小「よい子の約
束」の指導

きまりを守って生活し
ている子　８０％以上

ア

ン

ケ
ー

ト

86.0% 3

道徳の時間、学級活
動の時間の充実

人権教育（自尊感
情、他者理解）の充
実

「自分がされていや
なことはしない。」
ことの励行

「自分がされていやな
ことは絶対しない」と
心がけている子　８
５％ 以上

ア

ン

ケ
ー

ト

79.0% 2

４段階評価【４…期待を上回る　　３…概ね達成　　２…期待を下回る　　１…改善を要する】
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3

　「いつでも、どこでも、
誰にでも大きな声での挨
拶」については、上学年を
中心に意識が高まっている
児童が見られるようになっ
てきたが、「自ら進んで」
の部分ができていない。そ
のため評価を「２」にし
た。３学期も指導を続けて
いきたい。
　「友達と助け合う」「さ
れていやことは絶対しな
い」については、２学期、
主に休み時間ではあるが、
その他の活動において、一
部の児童でできていない場
面があった。特別に支援が
必要な児童とその児童への
かかわり方に課題を感じて
いる。ルールを守って休み
時間を過ごすことの指導を
続けながら、その中で教え
ていくようにしたい。

3

【生徒指導全般】
○「学校が楽しい」と思うことが重要で
あると思うが、心の成長には個人差があ
り家庭生活の状況も様々なので、困難な
面もある。
○地域でも自己中心、自ら考えることな
く人に頼ってしまう。そのような子ども
の家庭は地域活動に無関心な家庭が多い
ようである。豊かな心を育てるのは、ま
ず家庭教育ではないか。
【規範意識】
○あいさつについては、意識が高まって
良い傾向にあり、継続して指導を希望す
る。
○私見としてあいさつの項目は是非とも
「４」が付けられるようになってほし
い。
○規範意識の育成には、常に問いかけな
がらの指導も必要である。
【いじめ問題】
○いじめ問題は、家庭環境など微妙なと
ころがあり、難しいと思うが継続指導を
望む。
【命の指導】
○「命」に関する教育は難しいが、この
時代では必須である。
【思いやりの心の育成】
○「自分がされていやなことをしない」
の項目が低く、子ども達の中ではその意
味や解釈の仕方が分からないのではない
か。繰り返し、繰り返し学習しないと身
に付かないのでは。豊かな心、思いやり
の学習は大切である。
○いじめに繋がるような「されていやな
ことはしない」という当たり前のことが
理解していけるように個別の指導を今後
も継続してほしい。

「学校ボランティア」
に取り組む子８５％
以上

ア

ン

ケ
ー

ト

79.0% 3

規

範

意

識

の

育

成

思

い

や

り

の

心

の

育

成

友達と助け合って生活
している子　８５％
以上

ア

ン

ケ
ー

ト

85.0% 4

食

育

の

充

実

出された食事をマナー
に気を付けて食べてい
る子　８５％以上

ア

ン

ケ
ー

ト

90.0%

体育の時間や昼休み時
間に楽しく運動する子
９０％以上

ア

ン

ケ
ー

ト

90.0% 4

3

　体力テストの結果からみ
ると、努力を要する児童の
割合が多い。運動の日常化
が課題である。柔軟性を高
める運動を、引き続き体育
の時間の準備運動で行う。
そのとき、どこの部位の柔
軟をしているのかを意識さ
せる。
　むし歯の治療率が目標と
は差があり、保護者に継続
的に啓発していく必要があ
る。未治療の児童に対し、
個人の歯の様子を知らせ、
保護者からの一言をもらう
ことで、意識を高めるよう
にした。保護者からの反応
もあり、効果があった。
　姿勢については、姿勢指
導週間を設定し、児童への
意識付けを図った。しか
し、タブレット等の使用時
に姿勢が崩れがちであっ
た。
　食事のマナーについて
は、保護者との意識にずれ
があり、今後も継続的に指
導が必要である。また、箸
の持ち方やお椀の持ち方
等、できていない児童が多
い。メニューに関係なくス
プーンを使おうとする傾向
がある。そのため評価を
「３」にした。

2

【体力向上】
○体力テスト結果から、男女ともに
約３割の児童がＤ、Ｅに該当するの
は問題であり、低い部分を分析した
上で、具体的な体力向上対策が必要
である。
○体力テストの目標達成が低いよう
なので今後改善するための方法を具
体的に考え、実施していく必要があ
る。
○体育等の授業で運動を苦手に思っ
ている子どもの指導について、平等
な指導に先生方が苦労しているで
は。運動会・体育の授業参観等をし
て、たくましい体づくりの指導に力
を注がれていることを感じた。
【保健指導・歯の治療促進】
○むし歯治療については、保護者の
理解と協力が最も重要であり、引き
続き継続的な啓発が必要と考える。
○むし歯の治療率が目標と差がある
ので、今後も保護者に治療を促すた
めに引き続き啓発していくよう願
う。
○むし歯治療率が極端に低い。乳歯
は生え替わるという油断があるかも
しれないので、乳歯のときから歯磨
きの励行を習慣付けることが肝要で
ある。
【保健指導・その他】
○タブレットの使用が増える中、姿
勢や視力の低下が心配である。
○家庭との連携が十分な項目であ
り、保護者の意識を高めることが不
十分ではないか。具体的提示かピン
ポイント対応等、保護者視点での取
組が求められている。

評価 学校運営協議会員のコメント

た

く

ま

し

い

体

体

力

の

向

上

スクールスポーツプ
ラン作成による実
態・現状把握

体力テストの目標達成
（Ｄ・Ｅの児童を男子
２０％以下、
女子１５％以下）

体

力

テ

ス

ト

男子29％
女子29％

2

2

評価項目 方策と手立て 評価指標
主な評価方法
（評価結果）

自己評価 結果の考察・分析及び
改善策等

保

健

・

安

全

教

育

の

充

実

生活リズムチェック
の実践・指導・見届
け



項目別 総合
評価 学校運営協議会員のコメント評価項目 方策と手立て 評価指標

主な評価方法
（評価結果）

自己評価 結果の考察・分析及び
改善策等

「学習のルール」の
指導の徹底

「学習のルール」を
守っている子　８０％
以上

ア

ン

ケ
ー

ト

90.0% 4

「わさび」を意識した
授業を全授業の１０％
実施する。

ア

ン

ケ
ー

ト

100.0% 4

県・全国学力調査　平
均以上

学

力

調

査

2

分かるまで、できるま
で学習する子８０％以
上

ア

ン

ケ
ー

ト

91.0% 4

表現活動の質の向上
を目指した授業づく
り（主題研の継続）

自分の意見を発表した
り説明したりすること
ができる子　８０％以
上

ア

ン

ケ
ー

ト

73.0% 2

ＩＣＴの段階、ス
テップ３の達成をめ
ざす教育活動の実践

タブレットを活用しな
がら意欲的に学習する
子
８０％以上

ア

ン

ケ
ー

ト

94.0% 4

図書室の積極的な活
用と内容の充実

年間図書貸し出し数
（一人100冊、全体
11000冊）

貸

出

冊

数

1/22時点
10,148冊

3

家読（親子読書）の
推進

読書量調査の結果が、
昨年度を上回る

読

書

量

同程度 3

くれよん号やひばり
文庫の積極的活用

計画的な読み聞かせ
活動の推進

中郷中ブロック小中
一貫学習習慣ガイド
の活用

発達段階に応じた家
庭学習内容の提示

学校運営協議会が計画
的に実施されている
９０％以上

実

施

率

100.0% 4

計画的な学校評価がな
されている　９０％以
上

実

施

率

100.0% 4

地域を生かした学習
の充実

地域人材や資源が教育
活動に活用されている
８０％以上

ア

ン

ケ
ー

ト

83.0% 4

学校支援地域本部
（学校支援ボラン
ティア）の活用

学校支援地域本部（学
校支援ボランティア）
の活用　年間１００人
以上

活

用

数

延べ
171人

4

地域貢献活動の実施
地域の行事に積極的に
参加している子
　６０％以上

ア

ン

ケ
ー

ト

77.0% 3

積極的な情報の発信
（ホームページや学
校だより等）

学校だよりやホーム
ページによる啓発がよ
くなされている
　８５％以上

ア

ン

ケ
ー

ト

97.0% 4

参観日等の積極的な
呼びかけとＰＴＡ活
動の充実

参観日や学校行事の設
定　８５％以上

ア

ン

ケ
ー

ト

95.0% 4

※上記の４つとも、学校というよりも保護
者の意識を高めるべきと考える。
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【地域との連携全般】
○地域との連携については、良い傾
向であり、「中郷は一つ」の合言葉
をさらに地区全体に定着させられた
らと感じる。
○学校の努力により地域との連携は
深まっていると思う。コロナ禍を経
てさらに深まることを望むが地域情
報の把握にはＰＴＡを中心に保護者
の協力をお願いしてもよいのでは。
特に、災害を想定した対策の検討も
急務と考えている。
【学校支援ボランティア】
○親の生き方を語る会の講師やボラ
ンティアの活用は続けてほしい。
○地域の行事や社会福祉協議会の依
頼等取り組んでいただきありがた
い。お互いに協力関係が築けている
と思う。
【地域貢献活動】
○地域との連携を評価する上で、最
も大きなウエイトを占めるのは、
「地域の行事に積極的に参加してい
る子」の項目だと考えるが、その評
価が「３」である以上「４」は付け
がたい。
○地域の行事に引き続き積極的に参
加してほしい。
○学校から保護者への呼び掛けにつ
いて、地域と保護の無関心なことが
多くなっているように思う。保護者
が地域活動に協力的な家庭は子ども
達も積極的に参加し、子ども達から
教えられることも多い。
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く
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推

進

中郷地区のめざす児
童生徒像「地域に誇
りをもって、夢に向
かって、明るく元気
に努力する中郷の子
ども」の具現化を目
指した３つの具体的
方策の推進

4

　学校運営協議会の本校で
の開催回数が２回になった
が、「中郷は一つ」の合言
葉どおりに地区全体での共
通理解を図ることができ
た。
　学校支援ボランティアに
ついては、全年度から引き
続き、親の生き方を語る会
の講師や管理等階段踊り場
の掲示板の活用、校門付近
の花植え等において活用が
図られた。
　情報発信については、毎
月発行の学校だよりや毎日
更新のホームページ、緊急
時等に連絡する学校連絡
メールで行った。 4

76.0% 2
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化

家庭学習の習慣が身に
付いている子　８０％

ア

ン

ケ
ー

ト

76.0% 2
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3

　学習規律や学習意欲につ
いては、前年度に引き続き
落ち着いて学習に取り組め
る児童が多く見られ、身に
付いてきたようである。Ｉ
ＣＴ活用については、授業
に多く取り入れられている
ものの、使い方について指
導する場面があった。

　自分の意見を発表したり
説明したりする児童の数値
が、昨年度に引き続き低い
ため、授業の中で児童が活
躍する場面を設定したり自
分の意見をもたせる手立て
を図ったりする必要がある
と考える。

　読書活動については、読
書イベントを通して学校全
体で読書をする姿勢が見ら
れているため、おおむね良
好な結果となった。

　家庭学習は、低学年では
保護者の見届けのもと、家
庭学習の習慣が身に付いて
いるが、学年が上がるにつ
れて、個人差が大きいと感
じる。

3

【学力向上・ＩＣＴ活用】
○学習面においては、先生方の努力
により向上している。ＩＣＴ活用等
多様化により指導も複雑化し、研修
の深化が求められる。
○ＩＣＴ活用で一人一台のタブレッ
トが提供されており授業での活用が
運用されてすばらしい。一部の児童
が理解できず戸惑っている姿もあっ
たのできめ細かい指導が必要であ
る。
○ＩＣＴ活用による授業が定着する
中で、使い方で学力低下に繋がらな
いよう継続指導を望む。
○情報化社会の中で、自ら考え行動
することが希薄になっていることを
危惧する。理解できないことは、自
ら考えることなく情報機器に頼って
しまう。家庭でも自ら考えず両親に
頼ってしまう傾向があるのではない
か。
【学力向上・わさびの授業】
○タブレット活用で発表する力、他
の意見を聞く力が弱くなっていると
感じる。全体的に読解力が全国でも
低いと聞いているが、原因は何か。
どう解決していくのか。
○「自分の意見を発表する」ことに
ついては、児童の理解度が高くない
場合もあると考えられるので工夫が
求められる。
【読書】
○我が子の様子を見ていると学校図
書を借りているだけで、実際に読ん
でいるのかどうか気になるところで
ある。

落ちついた学習環境
の工夫（雰囲気づく
り）
「わさび」を意識し
た授業の展開

読

書

教

育

の

推

進
進んで読書に親しむ子
８０％以上

ア

ン

ケ
ー

ト


